
個人トータル表

男　子 平成27年7月31日 13:20 開始

３回戦

17 25
64 14 16 73

16 11
17 21

番号 氏　　名 得点 3P 2P FT 反則 番号 氏　　名 得点 3P 2P FT 反則

* 4 小宮　光紀 14 2 4 0 2 * 4 武藤　海斗 6 0 3 0 3

* 5 安部　紘貴 8 0 4 0 1 5 竹内　大冴 0 0 0 0 1 CTO ＯＴ１ ＯＴ２ ＯＴ３ ＯＴ４

6 島袋　龍 - - - - - 6 草野　亜怜 0 0 0 0 0 TeamA 6:53 19:08 37:59 38:49 : : : : :

7 金井　星也 - - - - - 7 張　効広 2 0 1 0 1 TeamB : : 39:10 39:35 : : : : :

8 松下　裕汰 - - - - - * 8 河野　佑太 15 0 7 1 3

9 見舘　空叶 0 0 0 0 0 9 野中　貴仁 2 0 1 0 0

* 10 廣岡　耕平 7 1 2 0 2 10 土居　光 0 0 0 0 1

11 笠継　玲依 - - - - - 11 山邊　千春 0 0 0 0 0

12 杉本　諒 - - - - - * 12 蔡　錦鈺 20 0 9 2 4

13 山本　留佳 - - - - - * 13 重富　友希 15 0 7 1 0

* 14 関屋　風画 19 1 5 6 3 * 14 重富　周希 11 0 4 3 2

* 15 馮　俊凱 16 0 6 4 1 15 松本　礼太 2 0 1 0 0

ｺｰﾁ 原田　裕作 0 ｺｰﾁ 井手口　孝 0

Aｺｰﾁ 大石　康史 Aｺｰﾁ 今井　康輔

合　　　計 64 4 21 10 9 合　　　計 73 0 33 7 15

　　主審： 大倉 守正

　　副審： 岩尾　圭治

戦評： 記録： 京都すばる高校
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福岡第一

平成27年度全国高等学校総合体育大会バスケットボール競技大会
第68回全国高等学校バスケットボール選手権大会
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ハンナリーズアリーナ
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鈴木　雅之
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（福岡県）

飛龍

（静岡県）
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得点経過 飛龍 福岡第一

〔 戦 評 〕

ここまで危なげなく勝ち上がってきた福岡第一と、昨日大激戦を逆転で制した飛龍との戦い。福岡第一の高さ

か飛龍の勢いか注目の一戦である。

第１Ｐ、両チームともハーフコートマンツーマンで始まる。開始から福岡第一は内外角のバランスよく得点を重ね

る。飛龍は相手の高さに苦しみ、得意のドライブがブロックされる。ディフェンスリバウンドから速攻を展開した福岡

第一が１７対２５とリードして終了。

第２Ｐ、福岡第一のセンター＃１２が２ファウルでベンチに下がったところを飛龍が突く。＃５の連続ドライブ、＃１

５のゴール下、＃４のミドルシュートで３１対３５の５点差まで詰める。しかしここから福岡第一も突き放しにかかる。

＃７のリバウンドからのバスケットカウント、＃１４のミドルシュートで３１対４１。福岡第一リードで前半終了。

第３Ｐ、福岡第一の速攻に対して飛龍も＃１５のインサイドの頑張りで食らいつく。残り５分３６対４８となったとこ

ろで飛龍がディフェンスを１－２－１－１のゾーンプレスから２－３ゾーンに変化させる。これが功を奏し、徐々に点

差が詰まってくる。＃１４、＃１５のゴール下の頑張り、＃５のドライブで４７対５２の５点差まで詰め寄り第４Ｐへ。

第４Ｐ、飛龍は再びマンツーマンに戻す。開始から飛龍の勢いが続き、残り８分＃１５のポストプレイで５２対５４

の２点差に詰め寄る。しかし福岡第一＃１２の気迫の連続ゴールで５２対５８。飛龍はたまらずタイムアウトをとる

が、流れは変わらず福岡第一の速攻、アーリーオフェンスと脚は止まらない。残り３分、飛龍は＃１０の連続ゴー

ルで５７対６２と意地を見せるが、福岡第一＃１２がゴール下に立ちふさがり６４対７３で福岡第一が勝利した。イン

サイドのパワフルな攻防、ガードのスピードあふれる１対１と見事な一戦であった。
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